様式第1号の2

対象老人の状況調書
	対象老人氏名
	
	男女
	年　月　日生(　歳)

	痴呆の症状が表われた時期
	年　　月ごろから

	ねたきりの原因
	脳いっ血、老衰、リウマチ、神経痛、高血圧(　 )

	ねたきりになった時期
	

	精神の状況
	日常会話
	大体できる
	簡単な会話ならできる
	全くできない

	
	失見当
	異った環境におかれると一時的にどこにいるのかわからなくなる。
	ときどき便所等がどこにあるかわからなくなる。
	自分の部屋もわからない。

	
	記憶障害
	物忘れ、置き忘れが目立つ。
	最近の出来事がわからない。
	自分の名前すら憶えていない。寸前のことも忘れる。

	
	不眠
	睡眠の時間が短い。
	夜間眠らない。
	全く眠らない。

	
	不穏興奮

夜間不穏
	ときには興奮しさわぎたてる。
	しばしば興奮しさわぎたてる。
	いつも興奮している夜間に大声やうわ言をいって家族をおこす。

	
	徘徊
	ときどき部屋内でうろうろする。
	家中をうろうろと歩きまわる。
	屋外をあてもなく歩きまわる。

	
	排泄
	誘導すれば自分でトイレへ行く
	ときには失敗する。
	いつもおむつをしている。

	
	不潔行為
	衣服等を汚す
	場所をかまわず放尿排便をする。
	糞尿をもてあそぶ

	
	自傷行為
	自分の衣服を裂く、破く
	自分の身体を傷つける
	自殺を図る

	
	対人関係
	攻撃的な言動を吐く
	乱暴なふるまいをする
	他人に暴力をふるう

	
	その他の特徴
	

	身体
	視力
	普通
	やや悪い
	人や物の動きがわかる
	全く見えない

	
	聴力
	普通
	大声で聞える
	耳元で大声で聞える
	全く聞こえない


	の状況
	言語
	普通
	聞きとりにくい
	聞きとれない
	全く言えない

	
	薬物アレルギーの有無
	有
	無

	
	特記事項
	（持病の病院等）

	日常生活動作の状況
	歩行
	自立
	杖使用
	歩行介助
	歩けない

	
	床上動作
	正座
	腰掛

足投げ出し
	座位介助
	寝返り(
	可

不可
	)

	
	食事
	箸で自由に
	匙使用
	握り飯
	できない

	
	用便
	自立
	便所まで介助自力で便器使用
	便器介助
	おむつ

	
	入浴
	自立
	浴場まで介助自分で洗う
	洗場で洗ってもらう
	できない

	
	着脱衣
	自立
	少し手をかせばひとりで着る
	ほとんど着せる
	できない

	特記事項
	移送の可否
	

	
	医師の指示による留意事項
	

	判定
	


※　該当するところを○で囲む。

実施施設への依頼書に写しを添付

